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紅乙女をひやまの海
うみ

蔵
ぐら

で！
ひやま漁協では、11月から1月末までスケトウ

ダラを延縄漁法で漁獲しています。その新鮮な卵
巣を原料に同漁協の水産加工場では、釣りたらこ
「紅乙女」の生産を行っています。
同漁協では平成17年9月、ひやま漁協が扱う加

工製品や鮮魚をインターネット上で販売するweb
ショップ『ひやまの海蔵』を開店しました。経費
を押さえるため、業者委託を一切せずに職員が作
成し、商品管理や更新を行っています。
新物の釣りたらこ「紅乙女」をwebでどうぞ！

webショップアドレス【http://www.jf-hiyama.or.jp】
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明けましておめでとうございます。

全道の漁業者の皆様をはじめ、漁協役職員、

市町村そして水産関係者の皆様に、心から新

年のお喜びを申し上げます。

昨年を振り返りますと、米国や中国市場へ

の積極的な進出によるホタテ、秋サケ、ナマ

コ等の価格の上昇と安定化に支えられ活気に

あふれた年であった反面、国際的な経済状況

による燃油の高騰によって、沿岸漁船漁業は

大きな打撃を受け、その対策に向けての取り

組は厳しさを増し、さらにコンブ等のＩＱ制

度の維持も依然として予断の許されない局面

を迎える等、本道の漁業がさらなる国際化へ

大きく踏み出した一年であったのではないか

と感じております。

その中にあって、海産魚の種苗生産現場で

現在、最も恐れられ、その予防法の確立に必

死になっておりますウイルス性神経壊死症

(ＶＮＮ)が羽幌事業所で発生し、北部日本海

域に放流するヒラメ種苗の全滅を招く事態と

なり、関係漁業者の皆様に多大なるご迷惑を

おかけしましたことは、改めて、当公社の責

任とその担う使命の重大さを痛感するととも

に、再発を許さない万全の取り組みを進める

決意であります。

一方、ニシン、クロソイ､ウニ､アワビの種

苗生産事業、栽培漁業基金の運用と栽培漁業

推進･振興事業、さらには漁場環境の保全と

対策を進める調査設計事業は、いくつかの課

題を抱えながらも、全道漁業関係者の皆様の

ご支援とご協力に支えられ、それぞれの当初

計画を達成できる見通しにありますことを、

心から感謝申し上げます。

さて、新しい年であります平成18年は、

私自身はもとより公社にとって、将来への進

むべき道を創る重要な年となるのではないか

と考えております。

その第一は、新設された伊達事業所におい

てマツカワの種苗生産と放流を開始すること

であります。エリモ以西海域の漁業者のこれ

までの取り組みと熱意、そしてこれからの負

担と熱い期待を考えますと、失敗の許されな

い責任に身が引き締まる思いであり、役職員

ともども決意を新たにしております。

第二は、ウニ、アワビの種苗生産施設の老

朽化と漁協、町村等における種苗生産施設と

生産規模の整備に伴う需要量の減少等によっ

て、今後の公社の役割と全道的な種苗生産体

制の見直しが迫られており、道水産林務部と

十分に協議を進め、新たなる方針と計画に基

づく種苗生産体制を整備しなければならない

と考えております。

そして第三は、今後ますます重要な問題と

なります漁場環境の保全と影響に係わる調査

設計事業であります。漁業者の負託を受け、

精度の高い調査を実施し、その結果に基づく

影響予測と対策を提言するという基本的なス

タンスを確立するために、現状に留まること

なく、調査技術のさらなる向上と革新的な組

織体制を新たに構築することに取り組まなけ

ればならないと考えております。

いずれにしましても、公社は、全道漁業者

の皆様の大きな支援と協力に支えられ、それ

によって漁業者のための公社が創られるので

ありますから、この一年、私ども役職員一丸

となって仕事に取り組む所存でおりますの

で、浜の皆様の一層のご理解とご支援を心か

らお願いしますとともに、新しい年の皆様の

ご多幸とそして大漁を心から祈念しまして、

年頭のご挨拶といたします。

西暦　2006年

M浜の負託にしっかりと
応える公社の新たなる

取り組みを考えるÂ

社団法人北海道栽培漁業振興公社
会長理事　杉森　　隆
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東北大学大学院農学研究科

水圏植物生態学研究室

教授　谷　口　和　也

今月の
講　座

栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

磯 焼 け を 克 服 す る

沿岸岩礁域で、大形多年生褐藻の

コンブやホンダワラの仲間が構成す

る海中林は、波打ち際から水深10ｍ

以深まで広汎に分布しています（図

１）。海中林が何らかの原因で波打

ち際近くまで大きく縮小し、林床の

海底を覆っている紅藻の無節サンゴ

モ（石灰藻）が現れて海底が白色ま

たは桃色に見えることがあります

（図２）。それが磯焼けです。

磯焼けになると、海中林型の生物群

集から磯焼け型の生物群集へと変化し

ます。例えば、磯焼けになると世界中

どこでもウニが著しく増加します。ウ

ニの増加は、無節サンゴモが常時多量

に分泌する揮発物質ジブロモメタンに

よってウニ幼生が親の体に変態し、大

量に発生するためであることが明らか

にされています。このため、ウニを始

めとする海藻食の動物（植食動物）の

取り除かなければなりませ

ん（図３）。それを実行す

るには、他の産業や行政な

どと多くの利害を調整しな

ければならない大変難しい

問題があります。しかし沿

岸漁業は、環境が健全でな

ければ成り立ちません。沿

岸漁業の振興は、雇用と食

料生産へ大きく寄与するだ

人間活動が海中林を破壊する原因

は、人間自身の手で定量的に把握し、

けでなく、国土保全、さらに地球環

境の保全に繋がる重要な課題なので

す。官民あげて原因を除去し、沿岸

環境を保全する努力を傾ける必要が

ありましょう。

表１に海中林造成の要素技術を示

しました。生態学的に見た磯焼けは、

「異常な」高水温、貧栄養の海況条

件で、海中林が枯死することによっ

て発生します。海況条件が回復すれ

ば海中林は形成できますが、その海

況条件が長期に持続すれば形成でき

ません。これまで高水温・貧栄養の

対策はなされていませんでした。主

極めて強い食害によって磯

焼けは持続すると考えられ

ています。

磯焼けの原因については

本誌388号で解説いたしま

した。磯焼けの原因を自然

環境（海況条件）の大きな

変化による場合と陸上から

の人間活動の影響による場

合とに分け、また発生過程

と持続過程に分けて考える

と、磯焼けを克服する道筋

が見えてきます。今回はそ

れら様々な原因に対して、

磯焼けを克服するためにど

のような対策がとられてい

るのか、克服技術の現状を

紹介します。

はじめに

海中林造成技術の要素

図1 カジメ海中林（和歌山県西岸）

図2 磯焼け（北海道寿都）

図3 河川からの大量出水による淡水と土砂
の流入（和歌山県西岸）
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に海底面の整備や海中林構成海藻の

人工種苗生産とともに、磯焼けを持

続させるウニなど植食動物の食害を

排除して海中林を回復させる技術の

開発が中心的に行われてきました。

フンウニに消費され、その転換効率

が乾燥重量で10％、窒素量で８％と

計算しています。ミツイシコンブ群

落は、生産量の10％のウニを収容で

きることを示しています。

北海道日本海南西部沿岸では過去

50年以上も磯焼けが持続していまし

た。北海道中央水産試験場の皆さん

が入植しては消失し、最終的には通

常遷移の初期に見られる小形１年生

緑藻アナアオサが周年生育するよう

になりました（図５）。

このウニ駆除による海中林造成で

はホソメコンブ群落の形成が期待さ

れていました。しかし、矢追、六条

とも形成できませんでした。矢追で

は、対馬暖流が強勢な温暖化傾向が

持続している海況条件であるため、

暖流系で日本海特産種のフシスジモ

クが生育したと考察しています。こ

の海域では、寒冷な海況条件ではホ

ソメコンブが繁茂することが分かっ

ているからです。また六条では、近

隣の朱太川から流入する淡水の影響

によって、低塩分に対する耐性が高

いアナアオサが優占する遷移の初期

にとどまったと理解されています。

北海道では、寿都湾における造成

の成功にならって各海域でウニ駆除

事業が実施され、大きな成果を挙げ

ています。

長崎県対馬沿岸でも50年以上も磯

焼けであった海域でムラサキウニや

巻貝を駆除するとともに、子嚢斑を

形成したアラメを延縄で中層に吊し

磯焼けとなった多くの無節サンゴ

モ群落では、ウニが大量に生息し、

発芽する海藻を常時摂食するので、

海中林は形成できません。海中林な

ど植物が光合成によって単位面積・

単位時間当たりに生産する物質（多

糖類）の量を生産量と言います。海

中林を造成するためには、ウニの摂

食量を海中林の年間生産量の３分の

１から４分の１以下にする必要があ

ると経験的に指摘されていました。

北海道大学の富士昭名誉教授と元

北海道中央水産試験場長の川村一広

博士は、北海道日高沿岸のミツイシ

コンブの生産量の２分の１がエゾバ

植食動物対策

は、寿都湾の矢追と六条の

各約１ヘクタールの範囲で

秋～冬に継続的にキタムラ

サキウニとエゾバフンウニ

を駆除し（図２）、海藻が

入植して遷移する過程を観

察しました。その結果、矢

追では最初に大量の付着珪

藻、次いで緑藻エゾヒトエ

グサなど小形１年生海藻、

褐藻ワカメやケウルシグサ

など大形多年生海藻、さら

に褐藻エゾヤハズなど小形

多年生海藻が入植して交代

していき、約２年後には大

形多年生褐藻で日本海特産

種のフシスジモクの海中林

が形成されました（図４）。

一方六条では、多くの海藻

図4 造成されたフシスジモク海中林
（北海道寿都）

表１　藻場・海中林の造成技術

図5 緑藻アナアオサ（北海道寿都）
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て海底へ遊走子の供給を図りまし

た。その結果、３年後には海中林の

造成に成功しました（図６）。生産

者は、漁船漁業が生産の中心なので、

磯焼けした沿岸をかえりみなかったの

でした。そのため、増加するウニに対

する措置を講じなかったので、磯焼け

が持続したと推定しています。

徳島県沿岸では、アラメ・カジメ

の人工種苗を移植した海藻礁へウニ

など植食動物の這い上がりを防止す

るために淡水魚の人工産卵巣を装着

して効果を挙げています。

現在、1998年から持続する温暖

化傾向によって、それまで九州南部

から南西諸島に分布が限ら

れていたアイゴ・イスズ

ミ・ブダイなど植食魚類の

食害による海中林の崩壊が

愛知・静岡など太平洋中部

沿岸まで認められるように

なりました。これら魚類が

何時、どこで、どのように

生活し、どのように繁殖す

海底に目的とする海中林を造成す

るには、種苗を供給しなければなり

ません。母藻と呼ばれる遊走子・胞

子・卵などの生殖細胞を形成した藻

体を網袋に入れて延縄から吊した

り、大量の生殖細胞を採取して袋

（スポアバック）に入れて目的地に

運び、大量散布する方法が実施され

ました。

コンブの仲間の場合、遊走子を培

養して配偶体や幼胞子体を大量に増

殖させ、海底に散布したり、種苗糸

に付着させて人工種苗として利用し

ています。配偶体が生殖細胞を形成

する水温は、種によって定まってい

ます。アラメでは20℃以下の培養で

は１週間ほどで生殖細胞を形成しま

す。しかし、20℃を超える水温で培

養すると細胞は成熟することなく速

やかに増殖します（図７）。

人工種苗を化繊糸で大量生産して

移植すると、造成に成功する確率が

一段と高くなります。種苗糸を直接

海底に移植したり、海藻礁に巻き付

ける場合、基質に密着させないと波

によって基質から脱落するので、種

苗糸に弾性を持たせたり（図８）、

水中ボンドで基質に接着させていま

す。種苗糸を建材ブロックなどに巻

き付けて海底の凹部に固定したり

（図９，10）、種苗育成装置を装着す

る海藻礁も考案されています。

アラメ・カジメなど最初の成熟ま

で２年近くを要する生長が遅い種で

は、生長の初期段階でウニに食われ

て消滅する例が多く見られます。こ

の場合、延縄で約１年間中間育成を

行います。また海中林形成域に海藻

礁を設置して生殖細胞を着生させ、

１～２年間大きく生長させた後、礁

とともに磯焼け域に移植する「備蓄

礁」も考案されています（図11）。

静岡県では礁を移植するため、海水

プール付きの船も造られています。

コンブなど生長が速い種では、中

層で延縄養殖を行い、植食動物への

食物供給と遊走子散布のための母藻

の役割を果たさせて成果を挙げまし

た。宮城県で行なわれたこの事例で

は、植食動物の大量駆除も同時に行

ないました。

生殖細胞の供給や人工種苗の移植

は、植食動物の駆除など食害の排除

や新生面の作出を同時に行うことに

よって成果が一段と確実になりま

す。宮城県松島湾では、アラメ種苗

るのかなど基礎的な知識がほとんど

ありません。現状では、海中林の一

部または移植種苗を網で囲って保護

する対策しか考えられず、根本的な

技術は建てられておりません。日本

沿岸の熱帯化が危惧されます。

種苗の生産と移植

図6 アラメ海中林の造成（長崎県対馬）

図7 アラメ配偶体の大量培養装置

図８　弾性糸による人工採苗
（旭化成製）
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とともに生長が速いワカメとマコンブ

種苗を海藻礁に移植するとともに、マ

コンブの延縄養殖も行って植食動物に

大量の食物を供給しました（図12）。

その結果、アラメ種苗が保護されて海

中林の造成に成功しました。海藻礁に

移植したワカメとマコンブの揺れ動く

藻体による掃き出し作用で植食動物の

這い上がりが防止されたことも造成の

成功に寄与したと考えられています。

海底が砂地や転石の場合、古来投

石や海藻礁の設置が行われて来まし

た。江戸時代の1718年に、青森県

今別沿岸で貞伝上人がお経を墨書し

た石を海底に沈め、マコンブを生育

させて住民に感謝されました。

1863年には北海道日高沿岸で山田

文右衛門が投石を指導し、ミツイシ

コンブの増殖に成功したことが伝え

られています。

青森県では、マコンブ群落から紅

藻タンバノリなど小形多年生海藻群

落へ置き換わった海底に大量のキタ

ムラサキウニを移植し、小形海藻群

落を消滅させるまで摂食させまし

た。１年後に生殖巣を発達させたウ

ニを収穫すると、２年後にはマコン

ブ群落が復活しました。この事例は、

新生面の作出

宮沢賢治さんが「雨ニモ負ケズ」

の中で「ヒデリノトキハナミダヲナ

ガシ、サムサノナツハオロオロアル

キ」と書いているのと同様に、高水

温・貧栄養の海況条件によって発生

する磯焼けに対して、私たちは何も

できませんでした。

かってニシン漁を経験した北海道

日本海の皆さんは、ニシンの〆糟排

水の流路付近にコンブが生育してい

たことを知っていました。〆糟排水

は、海藻が生育するために必須の窒

素やリンなど栄養塩を海に供給して

いたのでした。現在でも寿都町六条

に建設されたヒラメの種苗生産施設

ウニの摂食圧を利用して新

生面を作出し、同時にウニ

を商品化した優れた方法で

あると思います。

北海道では、海面に浮か

せた丸太にチェーンを取り

付けて海底に這わせて錨で

固定する「チェーン振り」

が考案されました。波の力

で丸太とチェーンが動き、

海底面が清掃されます。

海藻の生殖細胞を大量に

着生させる目的で様々な構

造の海藻礁が考案され、沿

岸漁場整備に利用されてい

ます。最近、私たちは海水

を濾過する機能をもつポー

ラスコンクリート製海藻礁

を開発しました（図13，

海域の肥沃化
～おわりにかえて

図9 建材ブロックによるアラメ母藻の移植
（宮城県歌津）

図10 アラメ母藻移植による海中林の形成
（宮城県歌津）

図11 種苗備蓄礁の概念（小島博博士による） 図12 宮城県松島湾における海中林造成の概念

14）。表面に起伏を与えることでよ

り着生効果を高めています。この海

藻礁は宮城県など各地で利用されて

います。
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きないか考えました。

そこで、岩手県陸前高田

市の広田湾を中心に、林業

から出る間伐材、畜産糞尿、

カキやホタテガイの貝殻な

どを利用して海を肥沃化さ

せ、海中林を造成するシス

テムを実行に移しています

（図16）。

の排水口付近には、水深５ｍにも及

ぶホソメコンブ群落が形成されてい

ます（図15）。周辺は真っ白な磯焼

けなのですが、ここでは排水によっ

て栄養塩が供給されているのでホソ

メコンブが生育するのです。

沿岸域に栄養塩を人為的に供給

し、海域を肥沃化するシステムは、

例えば深層水の利用があります。私

たちは、陸上の廃棄物を海に利用で

まず広田湾に流れ込む気仙川上流

の住田町で１日40トンも排出される

家畜糞尿からメタンガスを取り出

し、使い道のない間伐材を炭化させ

るエネルギーとします。出来た炭と

カキ・ホタテガイ貝殻によって海藻

礁を製作しました。海藻礁には、メ

タンガスをとった残りの栄養豊富な

消化液を浸み込ませ、その栄養塩で

海中林を育成し、アワビ・ウニの漁

場を造成します。

ひとつの産業の廃棄物は、他の産業

にとっては資源となる可能性が高いの

です。私たちは、産業の連関によって、

まずは海が豊かになり、次いで林業も

農業も畜産業も活性化して、流域経済

圏が確立することを心から願っていま

す。この地域循環型社会は、東北大学

大学院農学研究科の両角和夫教授によ

って構想されました。

宮沢賢治さんは農民芸術概論綱要

の中で「都人よ来たってわれらに交

じれ」と呼びかけています。「おお朋

だちよいっしょに正しい力を併せわ

れらのすべての田園とわれらのすべ

ての生活をひとつの巨きな第４次元

の芸術に創りあげようではないか」

との呼びかけに私たちは微力ながら

も応えていきたいと願っています。

図15 ヒラメ種苗生産施設の排水口付近に形
成されたホソメコンブ群落（北海道寿
都）

図13 ポーラス海藻礁によるアラメ海中林の造成
（宮城県牡鹿）

図14 ポーラス海藻礁によるアカモク海中林の造成
（宮城県牡鹿）

図16 いわて銀河系環境ネットワークによる「森・川・海の環境ビジネス・
ネットワーク」（岩手県陸前高田）
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母 母 母 
ひやま漁協女性部長

古館　丸子さ
ん

ひやま漁協は8単協が合併して

できた組合で、端から端まで車で

2時間かかるほど広く、普段の活

動は支部ごとに行っています。

全体での活動は、年に一度の研

修大会で、会場は順番を決めて各

支部持ち回りにしています。奥尻

島に行ったときは、津波後初めて

の植樹活動を行い、8年後が楽し

みねと桜を植えてきました。幹部

研修を兼ねて、各支部から2～3

人ずつ参加して料理講習会も行っ

ています。

支部長だけで集まる機会も結構

あります。年3回ほどの部長会議

のほかに、1泊で部長研修を行い、

各支部の活動状況や悩みなど情報

交換をして交流を深めています。

ひやまに限らず、よそでも抱え

ている問題だと思いますが、やは

り、一番の悩みは若い人が女性部

に入ってくれない事ですね。組合

員の妻は自動的に部員にすべきと

の考えや、名前だけ連ねてもどう

かとの考えなど、どちらも一長一

短で難しい問題です。私自身、上

ノ国支部の部長後継者がなかなか

見つからずに苦労しています。

女性部は、いろんな意味でいい

勉強の場です。もっといろんな人

の話しを聞いて参考にしてほしい

し、自分さえ良ければいいという

現代の風潮の中で、協同の精神を

学ぶ事は人間的な成長につながる

と思います。

女性は家の財布を預かっていま

す。自営業だからこそ私たちは経

営感覚を身につける必要がありま

す。申告も自分でするようにして、

息子にはきちんと給料を払い、そ

の中でやりくりさせて経済観念を

養わせることも大事です。

皆で仲良く、向上心を持って活

動していきたいと思っています。

女性こそ経営感覚を


